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科学技術振興機構報 第１６８０号 

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 
 

東 京 都 千 代 田 区 四 番 町 ５ 番 地 ３ 
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T e l： 0 3 - 5 2 1 4 - 8 4 0 4（ 広 報 課 ） 
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ライフサイエンスデータベース統合推進事業（統合化推進プログラム）に
おける２０２４年度新規研究開発課題の決定について 

 
ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、ライフサイエンスデータベース統合推進事業（統合

化推進プログラム）において、３件の新規研究開発課題を決定しました（別紙１、２）。 

本プログラムは、ライフサイエンスに関わる国内外のデータを統合的に扱うためのデー

タベース開発を支援します。研究開発を通じて公共データ利活用のための情報環境整備を

行うとともに、利用者の知識発見や課題解決への寄与および国際的なオープンサイエンス

への貢献を目指しています。 

今回の募集では、将来性を重視した、独自性の高い構想を持つ統合データベースの発掘・

育成を目的として、試行的開発を含む萌芽的なデータベースの研究開発提案を対象とした

「育成型」の研究開発提案を募集しました。「育成型」は、前回の募集で新設した区分で

す。 

募集期間は２０２３年１２月１５日（金）から２０２４年１月２３日（火）まで、応募

件数は１５件でした（別紙２）。研究総括が研究アドバイザー（別紙３）の協力の下、書

類選考と面接選考を実施し、新規研究開発課題を選定しました。 

各研究開発課題は２０２４年４月１日より開始し、最長３年間にわたって実施しま

す。 

ＪＳＴ ＮＢＤＣ事業推進室では、本プログラムを含む生命科学分野の研究データの利

活用促進を目指した研究開発とサービスの提供を行っています。事業の概要や募集情報

は下記ウェブサイトをご覧ください。 

ＮＢＤＣウェブサイト https://biosciencedbc.jp/ 

本募集情報 https://biosciencedbc.jp/funding/calls/2024.html 
 

 

＜添付資料＞ 

別紙１：２０２４年度 新規研究開発課題の概要および選考結果総評 

別紙２：２０２４年度 応募数と採択数 

別紙３：研究総括・研究アドバイザー 

 
＜お問い合わせ先＞ 

川口 貴史（カワグチ タカフミ） 

科学技術振興機構 情報基盤事業部 ＮＢＤＣ事業推進室 研究開発推進グループ 

〒102-8666 東京都千代田区四番町５番地３ 

Tel：03-5214-8491 

E-mail：nbdc-funding[at]jst.go.jp 
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＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあまたの

困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に「科学技術」

で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦略の立案、研究の

基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンドの運用など。ＪＳＴは

荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支えながら、安全で豊かな暮ら

しを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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２０２４年度 新規研究開発課題の概要および選考結果総評 
 

■ 育成型：新たなデータベースの構築を目指す萌芽的な研究開発 
 

研究開発 

課題 

対象とする

主なデータ

ベース 

研究代表者 

（所属機関・

役職） 

概要 

ＡＩ駆動型
データキュ
レーションに
よる持続可能
な中分子相互
作用統合デー
タベースの開
発 

ＭＩＩＤＢ

－ＡＩ 

池田 和由 

（理化学研究

所 上級研究

員） 

ペプチド、非ペプチド、核酸などの多様
な中分子の相互作用情報に迅速にアクセ
スできるデータベース「ＭＩＩＤＢ－Ａ
Ｉ」を構築する。大規模なリガンド結合
部位類似性データに基づいて公開データ
から中分子の標的相互作用部位を特定
し、ＡｌｐｈａＦｏｌｄや大規模言語モ
デルなどのＡＩ技術を活用して、高い精
度で効率よく標的とリガンド間の相互作
用を予測し収載する。特に創薬が困難な
タンパク質間相互作用（ＰＰＩ）やタン
パク質分解誘導の標的分子の情報を集約
して収載する。本開発によって、未踏の
分子空間からの新規中分子薬の発見が加
速され、次世代医薬品開発への貢献が期
待できる。 

細胞レベルの
機能・表現型
と遺伝子発現
を関連付ける
「Ｃｅｌｌ 
ＩＯ」データ
ベースの開発 

Ｃｅｌｌ Ｉ

Ｏ※ 

尾崎 遼 

（筑波大学 

准教授） 

細胞型を主語にした細胞の機能・表現型
の知識を整理したデータベース「Ｃｅｌ
ｌ ＩＯ」（Ｃｅｌｌ Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔ
ｐｕｔ）を構築する。ヒト、マウス、
ラットの１細胞トランスクリプトーム
データと紐づく細胞の機能・表現型と摂
動情報を整理し、再利用可能な形で提供
する。また、文献から細胞の機能・表現
型に関する情報を抽出し、由来サンプ
ル、機能・表現型、摂動の種類、生物種
などのメタデータを整理することで、検
索やデータの統合を容易にする。遺伝子
発現を細胞の機能・表現型として解釈し
たり予測できるようになることで、オミ
クスデータから細胞の機能・表現型を予
測する研究やＡＩを使って細胞を所望の
機能・表現型を示す状態に制御する研究
などに貢献する。 

創発的再解析
のためのメタ
ボローム統合
データベース 

ｉｎｔｅｇ

ＭＥＴ※ 

早川 英介 

（理化学研究

所 研究員） 

公共メタボロームデータから代謝物の変
動傾向とメタデータの類似度に基づいて
知識ネットワークとして整備したデータ
ベース「ｉｎｔｅｇＭＥＴ」を構築す
る。膨大な研究を統合したネットワーク
構造に多様な研究情報を組み込むことに
より、データの再解析にとどまらず機械
学習やＡＩに活用可能な仕組みを作り上
げる。ネットワークとして体系化された
メタボロミクスデータを研究横断的に再
解析することで、個別データの解析から

別紙１ 
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研究開発 

課題 

対象とする

主なデータ

ベース 

研究代表者 

（所属機関・

役職） 

概要 

は分からなかった代謝と生命現象との関
係を俯瞰的に理解し、新規発見に繋がる
ようになる。研究リソースに制限されな
い大規模データ解析やデータサイエンス
研究への応用など、分野横断的な新しい
研究・知見の創発につながるデータベー
スを目指す。 

※データベース名は変更の可能性があります。 

（研究代表者氏名の五十音順） 

（所属機関、役職は２０２４年３月時点） 
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＜総評＞ 研究総括：伊藤 隆司（九州大学 大学院医学研究院 教授） 

統合化推進プログラムは、公共データの利活用によるバイオデータサイエンスの健全

な発展のため、その基盤となるデータベースの統合化に取り組んできました。２０１１年

に始まった本プログラムは、２０２２年から４期目に入り、２０２３年からは従来規模の

「本格型」に加えて「育成型」の支援も開始しました。「本格型」については、第３期ま

でと同様、第４期の最初の２年間に課題募集を行いました。一方「育成型」については、

昨年に続いて、今回、２０２４年開始の課題の募集を行いました。 

「育成型」は、斬新なデータベース構築を目指す萌芽的な研究開発を対象としていま

す。応募時点ではデータベースの実績を問わず、構想の独自性・挑戦性と将来的な波及効

果といった観点を中心に選考を行うところが、「育成型」の最大の特徴です。既存のデー

タベースであっても、機能拡張・新展開の部分に上記の特徴が認められるものは、「育成

型」の支援対象となります。 

「育成型」のいわば「２期生」を募った今回の募集には、１５件の応募がありました。

前回よりも応募件数は減ったものの、いずれ劣らぬ粒ぞろいの提案が集まりました。８名

のアドバイザーの先生方とともに、上記の観点から厳正かつ公平に選考を進めました。書

面審査に基づく合議によって選考した７課題について、対面で面接選考を実施し、最終的

に３課題を採択しました。 

採択課題のうち、新たな創薬モダリティとして注目を集めている中分子化合物の相互作

用を扱う課題と、１細胞トランスクリプトームデータに基づいて細胞レベルの機能・表現

型と遺伝子発現の間をつなごうとする課題は、ともに最近の研究動向を踏まえた提案です。

もう１課題は、メタボロミクスデータの研究横断的な統合再解析に、代謝物の変動パター

ンやメタデータの類似性という新しい切り口から取り組む提案です。いずれの課題も独自

性・将来性に富むとともに挑戦的要素も大きく、これから３年間の成果が非常に楽しみで

す。 

予算の関係で不採択とせざるを得なかった提案の中にも、十分に魅力的で有望なものが

多数ありました。思いも寄らぬ内容にアドバイザーの評価が二分された提案や、既存デー

タベースの重要な機能拡張が着実に見込まれるが斬新さにおいては採択課題に及ばない

と判断された提案などが、それらの例にあたります。いずれもが興味深い内容であっただ

けに、構想を強化した上での再挑戦が期待されるところです。 

今回の選考にあたって特に印象的だったのは、生成ＡＩ・大規模言語モデルを何らかの

形で研究開発に利用する提案が９件（６０パーセント）に及んだという点です。ＡＩがデー

タベースの在り方に大きな変革を惹き起こす（ひきおこす）ことは、間違いありません。

ＡＩは、データベース構築における強力なアシスタントとなるのみならず、統合的なデー

タベース検索のイメージを一変させるでしょう。ＡＩ時代のデータベースの作り方と使わ

れ方に関しては、統合化推進プログラムの各課題が考えを巡らせ、さまざまな取り組みを

開始しています。今回採択した３課題も含む本プログラムの課題が、アイデア・経験・ノ

ウハウを共有しながら、バイオデータベースの変革において先導的な役割を果たしてくれ

ることを期待しています。そのためにも、本プログラムは、今後も「育成型」を活用して、

バイオデータサイエンスの推進に貢献するポテンシャルを有する斬新なデータベースを

見いだし、支援していく所存です。次回の募集には、これまで以上に多様な層の研究者か

ら、一段とユニークな提案が数多く寄せられることを期待しています。 
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２０２４年度 応募数と採択数 

 

応募数  １５件 

採択数   ３件 

 

＜研究代表者所属別＞ 

 国大 公大 私大 国研 独法 公研 公財 民間 その他 合計 

応募数 ８ ０ １ ０ ５ ０ １ ０ ０ １５ 

採択数 １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ３ 

 

＜研究代表者年代別＞ 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計 

応募数 ０ ２ ９ ４ ０ １５ 

採択数 ０ １ ２ ０ ０ ３ 

 

＜研究代表者男女別＞ 

 男性 女性 合計 

応募数 １２ ３ １５ 

採択数 ３ ０ ３ 

 

  

別紙２ 
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研究総括・研究アドバイザー 

 

役職 氏名 所属機関・役職名 

研究総括 伊藤 隆司 九州大学 大学院医学研究院 教授 

研究アドバイザー 

岩崎 渉 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授 

鎌田 真由美 京都大学 大学院医学研究科 准教授 

坂井 寛章 
農業・食品産業技術総合研究機構 高度分析研究セ

ンター ユニット長 

清水 佳奈 早稲田大学 理工学術院 教授 

瀬々 潤 株式会社ヒューマノーム研究所 代表取締役社長 

馬場 健史 九州大学 生体防御医学研究所 教授 

山本 一夫 千葉大学 大学院医学研究院 特任教授 

吉田 哲郎 アクセリード株式会社 新技術評価リード 

（五十音順） 

（所属機関、役職は２０２４年３月時点） 

別紙３ 


